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 要  旨 

背景背景背景背景    

スキーが滑る原因は、滑走の際の摩擦熱の融け水によって潤滑摩擦が起きていると欧米では言われている

[1]．しかし，スキー板の前部は滑走の際に常に新しい雪面に触れ，水が発生しておらず，常に固体摩擦で

あると考えられている．そこで，水の発生しにくい，低速度（1m/s 以下），短い滑走体（10cm）で固体摩擦

を意識した摩擦融解の起きにくい条件で実験をおこなった．更に測定条件を変えることで，摩擦のメカニズ

ムの解明を試みた． 

実験実験実験実験    

回転する雪皿上に滑走体(長さ 10cm、幅 5.5cm)を強制滑走させ，その摩擦抵抗力をロードセルで検出する

方法(回転雪皿法)を用いて摩擦係数を測定した．更に静摩擦係数の温度依存性，接触時間依存性の測定をお

こなった．更に動摩擦，静摩擦とも粒子径を 0.1mm と 0.5mm に変えることで接触点を変化させ測定した． 

結果結果結果結果と考察と考察と考察と考察    

動摩擦係数は 0.05 と実際のスキーと同程度の低い値が測定された．その際，荷重依存性はみられなかった

ことから，摩擦融解による潤滑摩擦は起きていないことがわかった．また，低温（－10℃以下）と高温（－

5℃以上）で異なった摩擦の速度依存性を示した．このことから低温と高温では異なった摩擦のメカニズム

になっていると予想される． 

－10℃以下では低温になるほど摩擦係数が増加し，速度が増加すると増大した．これは雪粒子のせん断力

が温度が低下するごとに増加し，せん断応力が速度が増加するにつれて増加するためと考えられる[1]．          

－5℃以上では高温になるほど摩擦係数が増加し，速度が増加すると減少した．これは温度が上昇するに

つれて雪面の表面エネルギーが増加したことで凝着力が増加したことと，速度が増加するにつれて接触面積

が減少することから凝着力が減少したと考えられる[2, 3]．その確認として同じ滑走体を用いて静摩擦係数

を測定したところ，融点付近ほど静摩擦係数は増大し，静摩擦係数は接触時間の対数に依存して増加してい

ることが確認された．更に粒子径を変えた実験では接触点が少ないほど摩擦係数が減少し，摩擦界面での凝

着力の影響が接触面積に依存することがわかった． 

 以上のことをまとめるとスキーは潤滑摩擦が起きていなくとも低摩擦で滑り，その摩擦要因は摩擦界面の

せん断であることがわかった． 
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